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４ たばこ 

（１） 目標設定と取組 

公衆衛生上の観点から、我が国のたばこ対策の目標は「たばこによる疾病・

死亡の低減」である。しかし、肺がんなど、たばこ関連疾患が顕在化するまで

には数十年のタイムラグがあることから、将来的に、たばこによる死亡を減少

させるためには、現在から抜本的な対策が必要である。また、たばこは、がん

や循環器病など多くの疾患と関連があるほか、妊娠に関連した異常の危険因子

でもある。 

目標は、①たばこの健康影響についての十分な知識の普及、②未成年者の喫

煙防止(防煙) 、③受動喫煙の害を排除し、減少させるための環境づくり（分

煙）、④禁煙希望者に対する禁煙支援について設定している。 

このようなことを踏まえ、たばこ対策については、①健康影響についての知

識の普及、②未成年者の喫煙防止対策、③分煙の徹底とその知識の普及、④禁

煙支援プログラムの普及の４つの柱を中心に取り組んできた（参考資料１参

照）。       

 

（２） 目標とその達成状況 

目標項目（指標の目安） 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値

 

肺がん ８４．５％ ８７．５％* １００％

喘息 ５９．９％ ６３．４％* １００％

気管支炎 ６５．５％ ６５．６％* １００％

心臓病 ４０．５％ ４５．８％* １００％

脳卒中 ３５．１％ ４３．６％* １００％

胃潰瘍 ３４．１％ ３３．５％* １００％

妊娠に関連した異常 ７９．６％ ８３．２％* １００％

4.1 喫煙が及ぼす健康影響に

ついての十分な知識の 

普及 

(知っている人の割合) 

歯周病 ２７．３％ ３５．９％* １００％

 

男性（中学１年）   ７．５％ ３．２％ ０％

男性（高校３年）   ３６．９％ ２１．７％ ０％

女性（中学１年）   ３．８％ ２．４％ ０％

4.2 未成年者の喫煙をなくす 

(喫煙している人の割合) 

女性（高校３年）   １５．６％ ９．７％ ０％


